
 

  補 助 金 概 要 調 書 

補 助 金 名  子どもの交流事業補助金 

所 管 部 課  教育委員会事務局 生涯学習課 （TEL23－5441 直通）            

補 助 対 象 者 米子市子ども会連合会 

補 助 開 始 年 度 平成１７年度 

交 付 目 的  

地区の子ども会でリーダーを育成し、リーダーを中心に、子どもが主体の子ども

会活動または地域活動を行えるようにする。沖縄県読谷村との交流、郷土学習及

びキャンプ等を通じて、異なる生活環境や文化を理解し、ふるさと米子を愛する

心を養う等、リーダーとして活動するための経験を積む。 

補 助 金 額 と  

過 去 の補助実績  

（  ）は一般財源額 

H １ ７年 度 実 績 H１８年度実績 H１９年度実績 H２０年度予算額 

１，７０１千円
（１，７０１）千円

１，７０１千円
（１，７０１）千円

６７３千円 
（６７３）千円 

３４０千円 
（３４０）千円 

補 助 事業の内容  

【夏季交流事業 沖縄県読谷村へ交流団を派遣】 

 事前に郷土学習及び郷土芸能練習をして、読谷村で発表する。読谷村ではホー

ムステイして、人間関係の構築や異文化に直にふれる。沖縄の伝統文化体験や平

和学習を行う。 

【冬季交流事業 米子市にて読谷村交流団を受け入れ】 

 夏の交流相手を米子市で迎える。ホームステイで受け入れ、家族だけでなく地

域の人も一緒に交流する。読谷村交流団と一緒にスキーを体験する。 

補助事業に係る経費  

補助事業の全体経費                        １，８６４千円 

内 補 助対象経費                         １，６９９千円 

補助対象経費の内訳 

交通費１，３３６千円  宿泊費２０７千円   

報償費２１千円  消耗品費１８千円 

通信運搬費１４千円  保険料３３千円 

使用料及び賃借料７０千円 

補助金額の算出方法 

補助率、補助額 

の考え方 
補助対象経費の合計の２割 

限 度 額 無 

補 助 金の財源等  

市単独 一般財源 ■     特定財源□ 

国県等

協調 

直接補助 □ 国  /  県  /   市  /   その他（       ） / 

間接補助 □ 国  /  県  /   市  /   その他（       ） / 

補助事業の効果及び 

効果の検証方法等 

【事業効果】 

参加児童は、沖縄での人との触れ合い、異文化体験等、日常得がたい体験を通

し、よりたくましく成長する。また、子ども会リーダーとして地域で活躍できる。

【検証方法】 

ジュニアリーダー（中高生による子ども会活動等を行うボランティアグルー

プ）への加入者がある。平成１８年度９人、平成１９年度１０人 

終期の設定 

（例外を適用する場合に

はその理由等） 

終期未定（米子市子ども会連合会及び読谷村子ども会育成連絡協議会と協議し、平

成２０年度中に、平成２２年度以降の実施方針を固める予定） 

その他参考事項  

(過去の見直しの経過等) 

本事業は、旧淀江町子ども会と読谷村子ども会が続けてきた交流事業で、米子市

子ども会連合会の事業として継続して、地域間交流を支援している。 

２０年度は、淀江町ゆめ基金からの拠出あり（３４０千円） 

 


